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年度末を迎え
校長 木村 明彦

暦は、早いもので年度末の３月となりました。

４月並みの気温の日もあり、ようやくここ喜茂別

にも春の気配を感じる季節となって参りました。
コロナ渦で、管内的にもまだ油断はできない状況

ですが、春の訪れを感じるこの季節、心なしか気

持ちが明るくなります。保護者・地域の皆様にお

かれましても、健康にお過ごしいただきたいと思
います。

さて、学校も３月を迎え、いよいよ一年の締め

くくりの時期となりました。今年度も、新型コロ
ナウィルス感染症の影響が大きく、様々な教育活

動に、その影響は及びました。その時々の状況や

活動内容に応じ、規模や内容を変更したり、時期を延期したりと、その都度、保護

者の皆様や関係機関の皆様には、ご心配やご迷惑をおかけし、大変心苦しく思って
います。しかしながら、皆様の温かい、ご理解とご協力により、現時点において、

予定していた教育課程につきましては、教科書を含め全課程を終了する目途が立ち、

子どもたちは最後のまとめを行っているところです。本当に感謝を申し上げます。

今年度もコロナウィルス感染症の影響で、大変さばかりが印象に残りがちですが、
良い意味で多くの教訓も残してくれましたし、『前例にとらわれない』『状況に応じ

た』『連携』などのようなキーワードで、新たな取組を始める契機になったというこ

とも事実です。毎年慣例的に実施されていた行事を見直す機会にもなりましたし、
授業や行事でのＩＣＴ活用推進を図ることもできました。このように厳しい状況下

においても、教育活動を前進させることができたことは、保護者・地域の皆様、関

係機関のご協力は勿論のこと、「子どもたちの学習を充実させたい」「子どもたちの

近未来には、必須」等といった、本校職員の子どもたちに対する、強い思いがあっ
たことも一因と改めて感じているところです。パソコンなどのＩＣＴ機器は、とて

も便利で、今後は益々生活に欠かせないアイテムとなることは間違いのないところ

ではありますが、これらは、あくまで使う人間の意思や意欲があってこそ生かされ
るものです。子どもたちには、教育活動を通して様々な力をつけてほしいと願って

いますが、その原点は、何事にも取り組もうとする「意欲」があればこそです。逆

境の時でも、強い「意欲」をもって前進を続け、自分たちの未来を切り開いていく、

そのような子どもたちを育むため、職員一丸となって、今後も取組を進めて参りま
す。今後とも、ご理解とご協力をお願いいたします。

【本年度の重点目標】 ◇地域人材・素材と積極的に関わる教育活動の拡充
◇ＩＣＴを活用する教育活動の実践化

大自然に囲まれた学び舎にふさわしい「きもべつの子」を共に育てましょう！



新１年生１日入学 

  １月３１日には、保育所のぞう組さんが来校し、１日入学が行われました。保護者の方々に説明している間、５年

生が体育館で「尻尾取りゲーム」や「だるまさんが転んだ」をして一緒に遊びまし

た。初めはちょっと緊張気味だった園児の皆さんも５年生のお兄さんお姉さんに

話しかけられて楽しそうに活動することができていました。途中から１年生も交流

に参加し「じゃんけん列車」をして楽しみました。 

 また、２月７日には、６年生が中学校の体験入学に参加しました。授業を参観し

たり校舎内を見学させていただいたりすることで、少し不安に感じていたことが解

消され、楽しみな気持ちがようです。４月から始まる新たな生活に期待をもてるよ

うに関係機関と連携しながら見守り、支えていきます。 

 

スキー学習 

  ２月６日は高学年、２月８日は中学年が２年ぶりにルスツスキー場での学習を行いました。両日共に天候に恵ま

れ、自分のレベルに合わせてコースを選ぶことができ、どのグループもルスツ

スキー場を満喫できたようです。また、ルスツスキー場での学習では、喜茂別

スキー連盟の方々に子ども達の指導をしていただきました。 

 また、学校の裏山でのアルペンやグラウンドでのクロスカントリースキーで

は、圧雪やコース作りでのご協力もしていただきました。本校の教育活動にご

支援いただいた関係者の方々にこの場をお借りして感謝申し上げます。 

 

５年生見学学習へ  

  ９月に予定されていた宿泊学習ですが、今年度も新型コロナウイルス感染症の影響を受け、何度も延期となっ

てしまっていました。日程調整を行い、２月７日に苫小牧の「イコロの森」と白

老の「ウポポイ」の見学に出かけることができました。イコロの森では、馬や羊

などとの触れ合いや餌やりをしたり、ボロを集めて一輪車で運んだりするなど、

なかなか体験できない活動をすることができました。また、ウポポイでは、アイ

ヌの人々の生活について説明を受けたり、ムックリの演奏を聞いたりすること

ができました。学校で学んだことを実施に見て体験することで、より理解を深

めることができたようです。 

避難訓練 

  ２月１５日、児童には告知せずに避難訓練を実施しま

した。行間休みにベル・緊急放送が鳴り、それぞれの場

所から避難するという練習でした。どの学年も放送を聞

き、安全に落ち着いて避難することができていました。 

 

喜茂別町スキー大会および 

小学校体育振興会の廃止について 

 今年度以降の喜茂別町スキー大会が中止と

なりました。１２月の総会で決定された内容に

ついて別紙でお知らせしておりますので、ご確

認ください。 

 


